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   Ｈ０４Ｌ   1/18     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月15日(2009.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハイブリッド自動再送要求（Ｈ－ＡＲＱ）支援された自動再送要求（ＡＲＱ）を実施す
る方法であって、
　失敗パケットについて、Ｈ－ＡＲＱ否定応答（ＮＡＣＫ）／肯定応答（ＡＣＫ）エラー
が発生したことを判定するステップと、
　Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータを送信するかどうかを判定するステ
ップであって、前記失敗パケットの再送回数が最大再送上限値に達したという条件で、前
記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは送信されないステップと、
　ローカルＮＡＣＫ送信するかどうかを判定するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、Ｈ－ＡＲＱプロセスＩＤお
よび前記失敗パケットに関連付けられることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、前記Ｈ－ＡＲＱプロセスＩ
Ｄと、前記失敗パケットの送信シーケンス番号とを含むことを特徴とする請求項２に記載
の方法。
【請求項４】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、前記失敗パケットの送信に
対して一定のタイミングオフセットを置いて送信されることを特徴とする請求項２に記載
の方法。
【請求項５】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータの送信と、前記失敗パケットの
送信とは、独立であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、物理層信号、媒体アクセス
制御（ＭＡＣ）層信号および無線リンク制御（ＲＬＣ）層信号の少なくとも１つを介して
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送信されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　２つ以上のパケットが同時に送信され、前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーイン
ジケータは、２つ以上のパケットのＨ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーを示すことを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、巡回冗長検査（ＣＲＣ）と
共に送信されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータが送信されるときに設定される
回復タイマが時間切れになる前に、前記失敗したパケットが受信されないという条件で、
ローカルＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　所定の回数だけ前記失敗パケットのシーケンス番号よりも大きいシーケンス番号を有す
るパケットが受信されるまでは前記失敗パケットが受信されないという条件で、ローカル
ＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記失敗パケットの前記再送回数が前記失敗パケットに対する最大再送上限値に達する
という条件で、ローカルＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項１２】
　前記失敗パケットに対する最大配送時間が時間切れになるまでは前記失敗パケットは受
信されないという条件で、ローカルＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　ハイブリッド自動再送要求（Ｈ－ＡＲＱ）支援された自動再送要求（ＡＲＱ）を実施す
る方法であって、
　失敗パケットについて、Ｈ－ＡＲＱ否定応答（ＮＡＣＫ）／肯定応答（ＡＣＫ）エラー
が発生したことを判定するステップと、
　Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータを送信するするかどうかを判定する
ステップであって、前記失敗パケットに対する最大配送時間が時間切れになるという条件
で、前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは送信されないステップと、
　ローカルＮＡＣＫ送信するかどうかを判定するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項１４】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、Ｈ－ＡＲＱプロセスＩＤお
よび前記失敗パケットに関連付けられることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、前記Ｈ－ＡＲＱプロセスＩ
Ｄと、前記失敗パケットの送信シーケンス番号とを含むことを特徴とする請求項１４に記
載の方法。
【請求項１６】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、前記失敗パケットの送信に
対して一定のタイミングオフセットを置いて送信されることを特徴とする請求項１４に記
載の方法。
【請求項１７】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータの送信と、前記失敗パケットの
送信とは、独立であることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、物理層信号、媒体アクセス
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制御（ＭＡＣ）層信号および無線リンク制御（ＲＬＣ）層信号の少なくとも１つを介して
送信されることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１９】
　２つ以上のパケットが同時に送信され、前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーイン
ジケータは、２つ以上のパケットのＨ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーを示すことを特
徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項２０】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、巡回冗長検査（ＣＲＣ）と
共に送信されることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項２１】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータが送信されるときに設定される
回復タイマが時間切れになる前に、前記失敗したパケットが受信されないという条件で、
ローカルＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項２２】
　所定の回数だけ前記失敗パケットのシーケンス番号よりも大きいシーケンス番号を有す
るパケットが受信されるまでは前記失敗パケットが受信されないという条件で、ローカル
ＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項２３】
　前記失敗パケットの前記再送回数が前記失敗パケットに対する最大再送上限値に達する
という条件で、ローカルＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする請求項１３
に記載の方法。
【請求項２４】
　前記失敗パケットに対する最大配送時間が時間切れになるまでは前記失敗パケットは受
信されないという条件で、ローカルＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする
請求項１３に記載の方法。
【請求項２５】
　ハイブリッド自動再送要求（Ｈ－ＡＲＱ）支援された自動再送要求（ＡＲＱ）を実施す
る方法であって、
　失敗パケットについて、Ｈ－ＡＲＱ否定応答（ＮＡＣＫ）／肯定応答（ＡＣＫ）エラー
が発生したことを判定するステップと、
　Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータを送信するするかどうかを判定する
ステップであって、前記失敗パケットの存続期間が時間切れになったという条件で、前記
Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは送信されないステップと、
　ローカルＮＡＣＫ送信するかどうかを判定するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２６】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、Ｈ－ＡＲＱプロセスＩＤお
よび前記失敗パケットに関連付けられることを特徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、前記Ｈ－ＡＲＱプロセスＩ
Ｄと、前記失敗パケットの送信シーケンス番号とを含むことを特徴とする請求項２６に記
載の方法。
【請求項２８】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、前記失敗パケットの送信に
対して一定のタイミングオフセットを置いて送信されることを特徴とする請求項２６に記
載の方法。
【請求項２９】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータの送信と、前記失敗パケットの
送信とは、独立であることを特徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項３０】
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　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、物理層信号、媒体アクセス
制御（ＭＡＣ）層信号および無線リンク制御（ＲＬＣ）層信号の少なくとも１つを介して
送信されることを特徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項３１】
　２つ以上のパケットが同時に送信され、前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーイン
ジケータは、２つ以上のパケットのＨ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーを示すことを特
徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項３２】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、巡回冗長検査（ＣＲＣ）と
共に送信されることを特徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項３３】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータが送信されるときに設定される
回復タイマが時間切れになる前に、前記失敗したパケットが受信されないという条件で、
ローカルＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項３４】
　所定の回数だけ前記失敗パケットのシーケンス番号よりも大きいシーケンス番号を有す
るパケットが受信されるまでは前記失敗パケットが受信されないという条件で、ローカル
ＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項３５】
　前記失敗パケットの前記再送回数が前記失敗パケットに対する最大再送上限値に達する
という条件で、ローカルＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする請求項２５
に記載の方法。
【請求項３６】
　前記失敗パケットに対する最大配送時間が時間切れになるまでは前記失敗パケットは受
信されないという条件で、ローカルＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする
請求項２５に記載の方法。
【請求項３７】
　ハイブリッド自動再送要求（Ｈ－ＡＲＱ）支援された自動再送要求（ＡＲＱ）を実施す
るＨ－ＡＲＱ受信機であって、前記受信機は、
　失敗パケットについて、Ｈ－ＡＲＱ否定応答（ＮＡＣＫ）／肯定応答（ＡＣＫ）エラー
が発生したことを判定し、
　前記失敗パケットの再送回数が最大再送上限値に達したという条件で送信されないＨ－
ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータを送信するかどうかを判定し、および
　ローカルＮＡＣＫ送信するかどうかを判定する
　よう構成されていることを特徴とする受信機。
【請求項３８】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、Ｈ－ＡＲＱプロセスＩＤお
よび前記失敗パケットに関連付けられることを特徴とする請求項３７に記載の受信機。
【請求項３９】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、前記Ｈ－ＡＲＱプロセスＩ
Ｄと、前記失敗パケットの送信シーケンス番号とを含むことを特徴とする請求項３８に記
載の受信機。
【請求項４０】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、前記失敗パケットの送信に
対して一定のタイミングオフセットを置いて送信されることを特徴とする請求項３８に記
載の受信機。
【請求項４１】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータの送信と、前記失敗パケットの
送信とは、独立であることを特徴とする請求項３７に記載の受信機。
【請求項４２】
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　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、物理層信号、媒体アクセス
制御（ＭＡＣ）層信号および無線リンク制御（ＲＬＣ）層信号の少なくとも１つを介して
送信されることを特徴とする請求項３７に記載の受信機。
【請求項４３】
　２つ以上のパケットが同時に送信され、前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーイン
ジケータは、２つ以上のパケットのＨ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーを示すことを特
徴とする請求項３７に記載の受信機。
【請求項４４】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、巡回冗長検査（ＣＲＣ）と
共に送信されることを特徴とする請求項３７に記載の受信機。
【請求項４５】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータが送信されるときに設定される
回復タイマが時間切れになる前に、前記失敗したパケットが受信されないという条件で、
ローカルＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする請求項３７に記載の受信機
。
【請求項４６】
　所定の回数だけ前記失敗パケットのシーケンス番号よりも大きいシーケンス番号を有す
るパケットが受信されるまでは前記失敗パケットが受信されないという条件で、ローカル
ＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする請求項３７に記載の受信機。
【請求項４７】
　前記失敗パケットの前記再送回数が前記失敗パケットに対する最大再送上限値に達する
という条件で、ローカルＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする請求項３７
に記載の受信機。
【請求項４８】
　前記失敗パケットに対する最大配送時間が時間切れになるまでは前記失敗パケットは受
信されないという条件で、ローカルＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする
請求項３７に記載の受信機。
【請求項４９】
　ハイブリッド自動再送要求（Ｈ－ＡＲＱ）支援された自動再送要求（ＡＲＱ）を実施す
るＨ－ＡＲＱ受信機であって、前記受信機は、
　失敗パケットについて、Ｈ－ＡＲＱ否定応答（ＮＡＣＫ）／肯定応答（ＡＣＫ）エラー
が発生したことを判定し、
　前記失敗パケットに対する最大配送時間が時間切れになるという条件で送信されないＨ
－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータを送信するするかどうかを判定し、およ
び
　ローカルＮＡＣＫ送信するかどうかを判定する
　よう構成されていることを特徴とする受信機。
【請求項５０】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、Ｈ－ＡＲＱプロセスＩＤお
よび前記失敗パケットに関連付けられることを特徴とする請求項４９に記載の受信機。
【請求項５１】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、前記Ｈ－ＡＲＱプロセスＩ
Ｄと、前記失敗パケットの送信シーケンス番号とを含むことを特徴とする請求項５０に記
載の受信機。
【請求項５２】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、前記失敗パケットの送信に
対して一定のタイミングオフセットを置いて送信されることを特徴とする請求項５０に記
載の受信機。
【請求項５３】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータの送信と、前記失敗パケットの
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送信とは、独立であることを特徴とする請求項４９に記載の受信機。
【請求項５４】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、物理層信号、媒体アクセス
制御（ＭＡＣ）層信号および無線リンク制御（ＲＬＣ）層信号の少なくとも１つを介して
送信されることを特徴とする請求項４９に記載の受信機。
【請求項５５】
　２つ以上のパケットが同時に送信され、前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーイン
ジケータは、２つ以上のパケットのＨ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーを示すことを特
徴とする請求項４９に記載の受信機。
【請求項５６】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、巡回冗長検査（ＣＲＣ）と
共に送信されることを特徴とする請求項４９に記載の受信機。
【請求項５７】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータが送信されるときに設定される
回復タイマが時間切れになる前に、前記失敗したパケットが受信されないという条件で、
ローカルＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする請求項４９に記載の受信機
。
【請求項５８】
　所定の回数だけ前記失敗パケットのシーケンス番号よりも大きいシーケンス番号を有す
るパケットが受信されるまでは前記失敗パケットが受信されないという条件で、ローカル
ＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする請求項４９に記載の受信機。
【請求項５９】
　前記失敗パケットの前記再送回数が前記失敗パケットに対する最大再送上限値に達する
という条件で、ローカルＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする請求項４９
に記載の受信機。
【請求項６０】
　前記失敗パケットに対する最大配送時間が時間切れになるまでは前記失敗パケットは受
信されないという条件で、ローカルＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする
請求項４９に記載の受信機。
【請求項６１】
　ハイブリッド自動再送要求（Ｈ－ＡＲＱ）支援された自動再送要求（ＡＲＱ）を実施す
るＨ－ＡＲＱ受信機であって、前記受信機は、
　失敗パケットについて、Ｈ－ＡＲＱ否定応答（ＮＡＣＫ）／肯定応答（ＡＣＫ）エラー
が発生したことを判定し、
　前記失敗パケットの存続期間が時間切れになったという条件で送信されないＨ－ＡＲＱ
　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータを送信するするかどうかを判定し、および
　ローカルＮＡＣＫ送信するかどうかを判定する
　よう構成されていることを特徴とする受信機。
【請求項６２】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、Ｈ－ＡＲＱプロセスＩＤお
よび前記失敗パケットに関連付けられることを特徴とする請求項６１に記載の受信機。
【請求項６３】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、前記Ｈ－ＡＲＱプロセスＩ
Ｄと、前記失敗パケットの送信シーケンス番号とを含むことを特徴とする請求項６２に記
載の受信機。
【請求項６４】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、前記失敗パケットの送信に
対して一定のタイミングオフセットを置いて送信されることを特徴とする請求項６２に記
載の受信機。
【請求項６５】
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　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータの送信と、前記失敗パケットの
送信とは、独立であることを特徴とする請求項６１に記載の受信機。
【請求項６６】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、物理層信号、媒体アクセス
制御（ＭＡＣ）層信号および無線リンク制御（ＲＬＣ）層信号の少なくとも１つを介して
送信されることを特徴とする請求項６１に記載の受信機。
【請求項６７】
　２つ以上のパケットが同時に送信され、前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーイン
ジケータは、２つ以上のパケットのＨ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーを示すことを特
徴とする請求項６１に記載の受信機。
【請求項６８】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータは、巡回冗長検査（ＣＲＣ）と
共に送信されることを特徴とする請求項６１に記載の受信機。
【請求項６９】
　前記Ｈ－ＡＲＱ　ＮＡＣＫ／ＡＣＫエラーインジケータが送信されるときに設定される
回復タイマが時間切れになる前に、前記失敗したパケットが受信されないという条件で、
ローカルＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする請求項６１に記載の受信機
。
【請求項７０】
　所定の回数だけ前記失敗パケットのシーケンス番号よりも大きいシーケンス番号を有す
るパケットが受信されるまでは前記失敗パケットが受信されないという条件で、ローカル
ＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする請求項６１に記載の受信機。
【請求項７１】
　前記失敗パケットの前記再送回数が前記失敗パケットに対する最大再送上限値に達する
という条件で、ローカルＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする請求項６１
に記載の受信機。
【請求項７２】
　前記失敗パケットに対する最大配送時間が時間切れになるまでは前記失敗パケットは受
信されないという条件で、ローカルＮＡＣＫを送信しないと決定されることを特徴とする
請求項６１に記載の受信機。
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